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熊本市緑の少年団連盟研修会が、平成20年11月30日に当場で開催されました。

当日は快晴の下、午前は「樹木を観る 樹木を増やす樹木を守るJをテーマに、樹高測定、マツノザイセ

ンチュウの顕微鏡観察等や当育種場の行っている仕事について説明を行いました。午後は樹木クイズや木工教

室を行い、森林や樹木について親しんでいただきました。

この研修会については、九州育種場ホームページ(http://kyusyubojob臼行rc.gojp/)でも紹介しております

ので、そちらの方もご覧下さい。

万ぞ 紙一枚からできる地球への思いやり
幅十九州開場では地球温暖化防止のため、再生可能な間制製品利用を推進しています~
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年 E買 Pfl 感

(独)森林総合研究所

林木育種センタ九州育種場長 福嶋雅喜

明けましておめでとうございます。皆様方におか

れましては、希望をもって新年を迎えうれたことと

お慶び申し上げます。

12月1日付けで林木育種センター北海道育種場

かう参りました。当地で勤務を始めてまだ 1月も経

っておうす、数名の方々かうのお話を聞いたり数箇

所の森林を見ただけの印象ではありますが、しっと

りと瑞々しい大気に包まれて木々がすくすく育ち、

緑が濃く高い密度の森林が多いのを見て、乙の地域

の森林の高い生産力に圧倒されています。

また、木材ドの育種についても、その成果が目に貝

えるばかりに現れ、全国の先端を進んでいるのでは

芯いかと感じており、更にそれだけでは芯く、九州

の森林には、まだまだ大き主主力が潜んでいるのでは

芯いかとの思いを強く抱くようになっております。

これも九州の森林が、自然条件や林業の技術的遺

産等に恵まれただけで芯く、各県、国有林、試験研

究機関、大学等の皆様の努力と協力によって、 50

有余年にわたり組織的に推進された林木育種事業の

成果の賜と考えます。とれからも九州の林木育種の

推進に当たって、前任者同様引き続きの御指導御

協力をお願い申し上げます。

さて、そのよう芯ととから林木育種に対する期待

も高く、より優れた形質を備えた品種の開発と関連

技術の開発を進めるとともに、より速やかな成果の

普及が求められているものと考えます。特に、少花

粉品種については、平成 14年度にスギ30晶種が、

平成 19年度にヒノキ 17晶種が開発されており、

既にスギでは、佐賀宮崎鹿児島の各県において

苗木が生産出荷され、福岡長崎大分等におい
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ても採穂園を造成中と聞いています。ヒノキを含め

て原種の配布、生産技術の安定化等に力を入れると

ともに貴重な苗木の有効芯利用に努め、早期に現場

に植栽してもうえるようにし左よければ芯う砿いと考

えます。また、マツノザイセンチュウ抵抗性品種に

ついても、苗木生産の安定化に役立つさし木妓術の

成果が近々取りまとめ5れる見通しにあり、これを

苗木生産者の皆様に速やかに移転していくことが必

要に芯っています。

それを進めるためには、個々の機関の取り組みに

加え、異主主る地域や分野の関係者との情報交換 意

見交換を活発にして、様々芯次元や段階での連携を

強めていくことが重要だと考えます。これは、地域、

分野等の縦割り的な遣いで生じる取り組み方向のす

れや違いを調整するという消極的芯効用のほか、情

報交換・意見交換の週程の中で共有できる目標を見

出し連携を強めていけば、新しい発想による革新的

芯進歩が得られる可能性が高まるという積極的芯効

用も期待できると思うか5です。

現在、林木育種に対しては、森林経営の安定のた

め、特にコスト削減に資する品種開発が求められて

おり、新しい森林整備の革新にも繋げることが期待

でき、そのような「スーパー樹木」とも言えるよう

な品種を開発し、現場の二一ズに即応してより実用

性の高い妓術とセットで提供できるよう皆様と連携

しつつ努力していきたいと考える次第です。

最後に芯りましたが、この 1年が森林 ー林業林

産業の発展と皆様方にとって良い年に芯りますこと

をお祈り申し上げます。
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マイクロカッテイング技術講習会

佐賀県山林種苗緑化協同組合かうの要請を受けて、 午後の講義は外に出て増殖する為のさし木床を容

九州 山口各県の林業関係団体及び行政研究担当 易に確保する方法としてブロックを使ったさし木床

者80名に対し、少花粉スギに係わるマイクロカッ の作り方や管理方法の説明を行った後、午前中に作

ティング技術講習会を平成20年9月 16日(火)、 ったさし穏を育苗箱に実際に挿していただきました。

佐賀県林業試験場において実施しました。

今回の講習会は、森林総合研究所林木育種センタ

一指導課の梅田技術指導役および九州育種場職員4

名を講師とし、マイク口力ッティングに関する基本

的な講義と実技指導等を行いました。

スライドを使った説明

午前中についてはスライドを使いマイクロカッテ

イングのさし穂の作り方、さし木の方法や管理、ま

た現在、育苗中の苗木の成育状況等の説明を行った

後、実際にさし穂作りを体験していただき、従来の

さし穂作りとの違いを感じていただきました。

さし穂作り

、
ブロック床の説明

さし木の様子

各県の受講者からは、今後の苗木生産技術として、

新しく取り入れたいとの感想もいただき、この研修

を契機にマイクロカッティング方式の鎗殖技術も、

順次普及していくものと期待しています。

(遺伝資源管理課福山友博)
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ゴヨウマツ類の育種・遺伝資源に関するIUFRO国際会議

1 はじめに

2008年9月22日(月)-26日(金)の5日問、

韓国主語道の日本海側の都市轟属をメイン会場に、ゴ

ヨウマツ類の育種及び遺伝資源国際会議(Th巴

Br巴巴ding and G白n巴tic R巴sources 01 Fiv巴-

N巴edl巴Pin巴sConler巴nc巴)が開催されました。こ

の会議は、国際林業研究機関連合 (IUFRO)主催に

よるもので、 2年に 1J室開催されています。

今回、この会議に参加する機会を得て、当場が今中

期計画で取り組んでいる、ヤクタネゴヨウの生息域外

保存に関する研究のこれまでの成果を発表しました。

2 会議の概要

会議には、地元韓国をはじめとするアジア地域から

5力国6名、ヨーロッパ地域からは前回開催地のルー

マニアをはじめとする 4力国 9名、北中米かうは 3

カ国 12名、合計 12カ国72名の参加がありました(写

真一1)。

!.--
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写Q-l会議の犠芋

会議は屋内での研究発表(口頭発表とポスター発表)

とヱクス力一シヨン(現地研究会)等が行われました。

研究発表は、口頭発表が 32件、ポスタ 発表が 18

件でした。発表は、育種と遺伝資源の保存、系統と進

化、バイオテクノロジー及び造林と森林管理の4つの

カテゴリーで行われました。

研究発表のI也j或別の特徴としては、ます、韓国にお

けるチョウセンゴヨウに関する研究量の豊富さと研究

分野の多彩さが印象的でした。

韓国におけるチョウセンゴヨウの林業上の役割は大

きく、現在でも造林面積の 13%を占めています。チ

ョウセンゴヨウに関する林木育種事業は 1959年か

う開始され、選抜精英樹数は 300クローンで精英樹

採種園と次代検定林も造成されています。精英樹採種

園がらはこの 30年で 141トンもの種子が生産され、
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また、採種園は次代検定林の成果等をもとに改良が図

られる等、育種事業が比較的順調に進んでいます。乙

のことから、発表数も多く、特にポスターセッション

では若手研究者の発表が多くありました。カテゴリー

別では‘育種関係は、産地試験結果の解析、採種園の

遺伝的管理、採種圏での結実量のクローン間変異、樹

高成長の交配組み合わせ能力の推定、発疹さぴ病の試

験管内検定手法の開発、森林管理関係では、発疹さび

病の防除方法、塩化力υゥム(道路の凍結防止剤とし

て散布されている)が生育に与える影響の分析、球栗

結実室と球果特性の関係、基礎的研究では天然林にお

ける他家交配の割合の推定や交配線式の推定、芯どで

す。なお、最近、チョウセンゴヨウにおいてもマツノ

ザイセンチュウの被害が報告されるようになったとの

ことで、人工接種検定技術の開発についての報告もあ

りました。

ヨーロッパ地域からは、オーソドックス怠育種関係

の発表(交雑育種、次代検定等)があった方、ロシ

アかうの DNA等の分子マー力ーを用いた種内の遺伝

的多様性に関する研究、系統進化に関する研究発表が

5課題もあり、精力的に研究がされている様子が感じ

られました。

北米地域からは、発疹さび病対策関係の発表が大半

でした。この病気は、菌類により引き起とされるもの

で、感染すると木全体に葉枯れを起こす病気で、枯死

率も高く、その上強し1伝染性を持ちます。北米では猛

威をふるっており、被害地域も年々拡大していますロ

アメリ力、力ナダで1耳、その対策の一環として、抵抗

性育種に精力的lζ取り組んでおり、抵抗性検定技術の

開発、種間雑種による雑種強雲寺を利用した品種開発、

被害林分かう選抜した抵抗性個体からの不定Iff誘導に

よる大量泊殖と林地への植栽等の研究開発を行ってい

ます。

3 当場からの発表

~ヤクタネゴヨウの生息域外保存に関する研究~

当場からは、今中期計画で取り組んでいるヤクタネ

ゴヨウの効率的芯生息域外保存技術の開発経過を口頭

で発表しました。内容は以下の通りです。

ヤクタネゴヨウは日本の屋久島、種子島のみに分布

し、両島合わぜて 1.700個体|まどしか生存していな

い絶滅危i倶種(絶滅危慎 1B類)です。天然林におい

て充実種子と実生がほとんど見いだせ芯いことかう、

保存対策が芯され芯ければいすれ絶滅してしまうと考
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えられます。九州育種場においては、天然分布の広い

範囲かう 100個体以上の穂を採取し、つぎ木を行っ

て生息域外保存を行っています。これらを用い、現在

天然林ではほとんど見られ芯い充実種子を生産するこ

とを目的として、花粉の発芽条件と保存条件の検討、

開花調査、人工交配の方法の検討を行いました。

その結果、①花粉の発芽は 30tが適しており、貯

蔵条件は冷蔵保存と冷凍保存が適していました。②着

花特性については、着花の有無や着ける花の性はクロ

ーンごとに嫌々で、また、花期は4月下旬かう 5月中

旬で、クローン間に大きな変異がありました。③人工

交配の方法は、クロマツにおける方法が適用可能でし

た(写真一 2)。ζれらにより、前年lζ採取し貯蔵し

ておいた花粉を用い、多様な組み合わせで交配ができ

るように芯り、この方法により、天然林の場合よりも

格段に高品質な種子(充実率が 11-24倍)を多数

得ることが出来ました。

/ ， 

/ t 

....1‘刊し
写真一E ヤ7タネゴヨワの生息混外保存閣時間士の人工交配

2006年には、 4，000粒の種子を得て 2.400粒

を矯種し、 2007年には 1.800個体の実生を得るこ

とが出来ました(写真 3)。これらは現在自然界で

知うれている個体数とほぼ同じ結果となりました。以

上かう、継続的芯(世代を重ねた)生息域外保存が可

能と芯り、この絶滅危慎種ヤクタネゴヨウの保存戦略

に有用芯情報を得るζとが出来ました。

本研究については、生息域内において今の世代を保

護するだけでなく、生息域外に保存している個体を利

用し、九州育種場が括った育種技術を活用して、生息

域では得ることのできない遺伝的に健全な種子と次世

代の苗を作ることができるようになった点、が、参加者

から高く評価されました。また、本研究の成果と、当

会議でも発表があった森林総合研究所本所の石井博士

うの組織1音養技術、不定匪の超低温保存技術の開発に

ついての成果及びすでに現地で自民が連携して取り組

んでいる生息域内保存の取り組みをあわせると、技術

的には総合的な遺伝資源の保存が可能となった点も、

高く評価されました。

写只-3 人工支配によって大型に得s.nたヤヲタネゴヨウの球果(左写真)
と宅己の種子白、う1耳られた婁生(右写真)

工クス力一ションは、研究発表の合聞を利用して、
ソラクラン チユツ矛ヨン

近隣の雪岳山、春川において、チョウセンゴヨウの天

然林、造林i也、採種圏、ナッツ工場と製材工場等で行

いました。適切に手入れ 管理されている採種園が印

象的でした。

会議の全体を通じて、韓国におけるチョウセンゴヨ

ウの事業研究の活発さが自を引きました。韓国にお

ける主要林業樹種は、高標高地ではチョウセンゴヨウ

(写真 4左)ですが低標高地ではアカマツ(同右)

とクロマツです。今回は、アカマツとクロマツに関す

る育種事業研究については、十分は情報が得られま

せんでしたが、チョウセンゴヨウの研究状況かう見て、

かなりの研究蓄積があると思われ、今後は十分芯情報

の収集が必要と感じました。

刀7
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(育種課長星比呂志)
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次世代スギ品種の開発に向けた私たちの取り組み

林木育種事業が51年を経過し、その問、スギの

精英樹が選抜され、検定林が設定 調査されてきま

した。そして、これまで進めてきた検定林調査やそ

れ5精英樹に関する研究の結果、これまでに選抜さ

れてきたスギ精英樹の成長特性や材質特性に関する

基礎情報、すなわち精英樹のクローン苗や採種圏産

の実生苗の 「単木ベースの」平均的芯成長量に関す

る情報がか芯り蓄積されてきました。

しかし、実際の林業生産の場では、「単木Jを収

穫するのではなく、伐採を行う林地の酉積あたりの

収穫量やその品質が重要です。そのため、林分あた

りの実際の収穫量について品種ごとに算出できない

かと考え、たとえば検定林調査では胸高直径が同じ

であれば、樹幹型、つまり実際に収穫できる「玉数」

が品種に拘わらす周じ芯のか否かについて、調査を

始めました(写真 1 調査の様子)。

写真1 樹幹径関車の樟子

現在までに、 30年を経過したほんの一部のスギ

精英樹さし木クローン検定林に対して調査をしまし

たところ、検定林調査の結果では同じ直径でも、①

日

実際に採材できる「玉数jが品種によって異芯って

いること、また、②植栽されている環境にあまり影

響を受けない品種が存在している可能性がある、と

いう結果でした。つまり、胸高部位での直径は同じ

でも品種によって実際に収穫できる材積量が異左よる

という結果でした。このことは植栽から育林の手聞

がほぼ同じで支出は変わらなくとも、最終的に得ら

れる収入が大きく変わることを意昧します。また、

この品種ごとの実際の林分単位面積あたりの収穫量

に関する情報は、地球温暖化対策の情報として重要

芯現在のスギ品種ごとの炭素固定量の算出および実

際量の把握に重要と考えます。

今後樹幹型についてはスギ精英樹の特性としてt情

報発信し、林業経営に貢献できるよう、ほかの精英

樹についても調査をすすめ、また、現段階ではまだ

調査数が少なし1ので、環境によってと、のように変動

するのかについて解析も進めていきたいと考えてい

ます。

また、より林業生産に貢献できるよう、スギの精

英樹の子供たちから、親の世代よりも優れた能力を

持ったスギ晶種開発を試みています。これまでに、

成長・材質 形状の優れた次世代の候補木を 375

個体選抜しています。また、乙れらのほかにもまだ

若齢で選抜年次に達していませんが、非常に良い成

績を示す個体も存在しています(写真2 この写真

に示しているのは植栽して1.5年経過した検定林

で非常によい成長を示した個体)。これら次世代候

補木は成長が非常に良いので、現在 50年を要する

林業生産の年数を大幅に短縮でき、結果的に林業収

入を摺やすことができると期待しています。

一方、林木育種事業が当初目標としてきた生産量

中心とした育種目標のほかに、近年九州地域では、

集成材用等のスギ素材生産量が増加傾向であること.

そして省力化林業といった林業生産効率向上のため

の試みが進められていることから、今後は品質から

施業方法まで多様な二一ズに応えた品種開発を進め

る必要があります。しかし新たなスギ品種開発では、
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樹幹型といった木材生産で重要な形質、さうには植栽

後の生存率等の現地適応性に関しては、情報が十分で

はなく、 形質によっては、ほとんど情報がありません。

今後如何に早く、いつの段階で予想可能力、、現在検討

しているところであります。

私たちは林業に貢献できる育種種苗の開発と普及に

貢献するための研究を進めていきたいと考えています。

今後とも関係各位にはご協力よろしくお願い申しあげ
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写真E 将来のスギ次世代晶種慢補

実際の収穫目標となる形質が20年以上の成熟した

段階での評価を待たねばならないケ スが多く、市

場が求めている能力を持った昂種開発に長年月を要

してしまうことがとれまでの最大の課題であったこと

から、今後晶種開発をより効率的に進める方法を開発

していくことが必要と考えています。

これに関し、これまでのスギの検定林調査結果をま

とめたところ、クロ ン品種を開発する際、成長形質

に関しては比較的早い時期に予想できることがわかっ

てきました(図 1)。成長形質は、1)九州育種基

本区では、成長が優れたスギは 他の品種に比べて各

地域でも優れた成長を示す傾向であること、 2)成長

形質に関しては比較的早い時期!こ選抜できるようであ

ることを示唆する結果が得られています。材質形質の
5年次の樹高と 2口年次および 30年次の胸高直径の相関図 (5年
次樹高と 20年 3口年胸両直径は正の梱関がある)

哲嗣)倉本〔育種研究室長

図-1

7-

一つであるヤング率については植栽された地域が異な

っても、成長形質と同様、材質が優れたスギ昂種はほ

かの昂種に比べて優れている傾向にあることがわかっ

ています。しかし、このヤング率を含めそのほかの材

質、すなわち含水率や心材、そして先ほどご紹介した
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九州沖縄農業研究センタ一一般公開に出展

毎年恒例の九州沖縄農業研究センター(熊本県合

志市)の一般公開が平成20年 10月 18日 (土)

に開催されました。今年度は森林総合研究所九州支

所と合同で参加 出展し、森林総合研究所のPR活

動や業務内容の展示および 12月2日に開催した、

九州地域研究発表会のPRチラシ芯どの配布を行い

ました。

当日は快晴に恵まれ近隣の方主主どが多数来場され

ました。今年は、「業務内容の島ヨミ」、「縁の募金」、「苗

木、シイタケlまだ木配布」、「樹木クイズJ、「木工教

室J、「丸太切り体験」、「しおり作りjを行いました。

出展ブース

「木工教室Jや「丸太切り体験コーナー」、「樹木

クイズ」といった毎年恒例のコーナーでは、マツか

ぎを使った飾りを作ったり、クイズに挑戦したり、「し

おり作り」のコーナーにおいては、モミジや力工デ

などの葉っぱを選び、自分だけのしおりを作ったり

と家族そろって楽しまれていました(写真左参照)。

それぞれに充実した時闘を過ごされたのではないか

と思います。

マツノザイセンチユウの顕微鏡観察

この 般公聞を通して、森林総合研究所の行って

いる事業内容の一端が地域の皆様!こPRできたので

はと思っています。

(連絡調整課潰本光)
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